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台風で倒伏 した リンゴ樹の生育と腐らん病の発病
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1は じ め に

1991年 9月 の台風19号により,青森県内で 1ま 43万 9千本

のリンゴ樹が倒伏・半倒伏した。腐らん病の発生は樹勢と

密接な関係があり,本病の多発が懸念された。本報は根傷

み程度と腐らん病の発生の関係を検討した結果を報告する。

2試 験 方 法

供試樹は第 2報
1)と 同じリンゴ樹で,青森県りんご試験

場 (以下,り んご試)藤崎ほ場 (沖積土壌)に植えられて

いる15年生 `ふ じ'/M27である。 これらの樹は1991年
10月 21日 に台木部から発出した根の75%,50%,又 は25%

を切断し,根傷み75%区 ,50%区並びに25%区とした。根

を切断しない区を無処理区とした。

1992年 7月 7日 に 1樹当たり10本の 1年枝に幅約0 5cl,

長さ l cllの U字の切り込みを入れ,294X107個 /"の柄

胞子懸濁液を002卍接種した。柄胞子懸濁液はりんご試保

存のAVC 86菌株をPDAで約 1か月間,25℃で培養して

形成させた胞子角を用い調整した。接種後,随時,発病率

を調査するともに次の基準で発病度を算出した。

発病指数

0:発病なし

1:病斑長 5皿以下
2:病斑長 6m以上

3:病斑が枝の周囲半分以下

4:病斑が枝を一周

発病度
Σ (当該発病指数×当該枝数)

総調査枝数×4

処 理 区

×100

また,これらの樹の自然感染による腐らん病の発生状況

を根を切断した 2年後の1993年 3～ 5月 に調査した。また,

同年 3月 に 1樹当たり約30本の果台枝の長さを測定した。

6月 2日 には根傷み75%区 ,無処理区で摘果し,果柄の脱

落状況を 1週間ごとに調査した。同時に参考として, 5月

に移植したリンゴ樹も摘果し,同様に調査した。

3 調査結果及び考察

0)根傷み程度と発病 :75%,50%,又は25%の根を切

断した翌年,それぞれの 1年枝に腐らん病原菌を接種 した

ところ,根傷み区の発病率並びに発病度はいずれも根を切

断しなかつた無処理区より高くなった (表 1)。 接種 1年

後の発病率と長さ10m以下の果台枝の占める割合の間に正

の相関関係 (r=o67*攣 )が認められた (図 1)。 これら

のことから根傷みにより樹勢が低下し,本病に対する樹体

抵抗性は低下したものと考えられた。また,生育に悪影響

を及ぼす断根率は25～50%の間である
1)が
,根傷み25%区

でも無処理区より本病の発生が多かったことから,腐 らん

病の発生に及ぼす断根率の影響については更に検討する必

要があると考えられる。

2)発病部位と感染時期 :根を切断した2年後の各根傷

み区と無処理区における自然感染による枝腐らんの発生量

を調査した (表 2)。 その結果,根傷み区における枝腐ら
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表 1 根傷み程度と接種後'の腐らん病の発病率並びに発病度
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7日 ,1年枝に切り込みを入れ,
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移植樹の摘果28日後の果柄残存率は519%と 同様に高かっ

た。このことから根傷みが摘果後の果柄脱落に及ぼす影響

は根を切断した 2年後より1年後で大きく,1年後では根
傷み樹における摘果後の果柄残存率は更に高かったものと

推察された。これが根傷み樹で本病の発生が多かった原因

と考えられた。

表3 根傷み樹の摘果後の果柄脱落状況
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図 1 発病率と10cm以下の果台枝の割合

んの発生量はいずれも無処理区より多かった。発病部位は

果台が多く,特に枝齢 2年より1年の果台で発病が多かっ

た。果台の発病は摘果期又は収穫期に感染した病原菌に引

き起こされ,前者は翌春に跨め,後者は翌々春に発病す
るaぅ 。このことから根傷み樹では根を切断した翌年の摘

果期で本病の感染が多かったことが示唆された。

表2 根傷み程度と枝腐らんの発生及び発病部位

注 a:1993年 6月 2日摘果。
b:1991年10月 21日 に断根75%処理。
C:1993年 5月 に移植。

4 ま と め

1991年の台風19号によリリンゴ腐らん病の多発が懸念さ

れたが,現在,一部の園地を除き,腐 らん病の発生は小康

状態である。これは台風被害後の降雨が少なくlla子の飛散

は少なかったことや,本病に対し樹体抵抗力の低下した倒

伏樹が伐採されたためと考える。しかし,感染が可能な条

件下では根傷み樹は腐らん病が多発することは明らかであ

ることから,今後,台風で倒伏したリンゴ樹は腐らん病の

発生防止のためにも樹勢の強化を図る必要がある。同時に

被害翌年の摘果期にも防止対策を講じる必要がある。
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発 病 病 斑 数  発 病 部 位
処理区
膚暑蕎 6樹合詢

~ず壁
認警警名戸

剪定痕

75 %     3
50% 2
25 %     3

0%  1

8      7    0    1     0

4        2     1     0      1

5        2     1     1      1

2        0    0     0      2

また,摘果後の果柄に感染した本病原菌は感染20～ 30日

後に果台へ伸展し,こ の期間の果柄脱落の有無が発病に関

係することを報告されているい。 そこで根を切断した 2
年後に摘果後の果柄の脱落状況を調査した (表 3)。 その

結果,根傷み樹における果柄の脱落は無処理樹より遅れ ,

摘果28日後で無処理区の果柄残存率は0%であったのに対

し,根傷み75%区の果柄残存率は167%と 高かった。また,
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